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11)Biggerと 恐怖
Biggerの 一 日は,薄 汚 いアパー トの一室 に出た ねずみ を フラ イパ ンで
た た き殺 す場面 か ら始 ま り,そ の晩,雇 い主 で もあ る富裕 な白人 の一 人
娘Maryを 殺害 してベ ッ ドに もく・りこむ ところで終 って い る。死 で始 ま
り,死 で終 わ る彼の象 徴的 な一 日は,緊 埠 した恐怖 が一 面 に張 りつめ て
い る。彼 の行動 のエネル ギ ー源 とな るもの は恐怖 で あ り,恐 怖 な くして
黒 人 は存在 しない こ とを痛 感 させ られ る。Biggerは,自 分 がつ らい貧
困 ・み じめ な屈辱 ・や りきれ ない欲 求不満 の毎 日を永久 に送 る運命 にあ
る ことを心 の奥 底で は知 っていた。 それ がほ とん どの黒 人が送 る一 生 な
の である。 彼が こ うした こ とを自覚 しなが らも,暴 力をふ るい,悪 態 を
つ き,破 廉恥 な行為 に及ぶ のは,一 般 の従順 な黒 人性 よ りも,は るか に
一個 の人間性 を求め ていた証拠 であ る。 彼 は自分 を否 定 し,荒 っぽ いふ
る まいを して,う っぷん をは らす のであ った。
Heknewthatthemomentheallowedwhathislifemeantto
enterfullyintohisconsciousness,hewouldeitherkillhimself
(1)
orsomeoneelse.
この よ うに彼 が最 も恐 れ てい るのは,ア メ リカ社 会 にお ける自分 の存
在 をあ りの ま まに認識 す る ことであ った。黒 人 として のみ じめ な存在 を
認 め て しまえば,待 ってい るのは 自己嫌悪 だけで あ る。Biggerは いつ も
恐 怖 に支 配 されてい た。 彼 の恐怖 を撲殺 す るものは,暴 力で あ り,憎 悪
はす べて この恐怖 の副産 物 なので あ った。Biggerは 朝 っぽ らか ら仲間 と
通 りを うろつ き,怖 気づ きなが らも白人の店 に押 し入 る計画 を立 て る。
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ところ が,仲 間の一人Gusだ けが色好 い返 事 を しない。心 の中 では彼が
この計 画 をお りる とい うのを願 って い るだ けに,返 事 を しぶ るGusに 対
して不 安 を抱 く。 もし彼 が承知 すれ ぽ,こ の計画 を実行 に移 さな けれ ぽ
な らない。そ う考 える と白人 に対 す る恐怖 がGusに 対す る恐 怖 にす り変
わ り,激 しい憎悪 の炎が燃 え上 が り,殴 り合 いの けんかに な る。 結局,
Biggerは 暴 力 で この計 画 を 破壊 し,恐 怖 を撲 滅 して し ま うの で あ っ
た。
大 ぎな恐 怖 は,自 動的 に大 きな暴力 を作 り出す。 この よ うに条件づ け
られたBiggerは,殺 意 な しにMary殺 害事件 を引 き起 こす。 盲 目の
Dalton夫 人が,Maryの 部屋 に突 然ぼ やけ た白い姿 で現わ れ た時,彼 は
ヒステ リックな恐怖 にか られ枕 をMaryの 顔 に押 しあて て窒 息 死 させ
て しま った。この行為は事 故で あ り,ま た同時 に事故 で ない。殺 人 に よっ
て 明 らか に され てい くBiggerの 日常 生活 に根 ざす 白人に対 して抑 え る
こ との で きない恐怖 は,彼 の罪 で はな く,ア メ リカの罪 な のであ る。 彼
は,過 失 か ら生 じた もので あ るが殺 人 とい う大罪 を逸れ よ うとせず,む
しろ進 んで受 け入れて いる。そ うす る こ とに よって,Biggerは 初め て 自
分 の存在 を実感 し,解 放感 に浸 り,一 種 の誇 りす ら覚え るので あ った。
なぜ な ら,彼 に と って これ程 自分 の存在 を 明確 に跡づ けて くれ る ものは,
他 に なか ったか らで ある。Biggerの 日常 生活の うちで も う一 つ彼 の心を
いつ も占め てい るのは,激 しい被強 奪意識 で ある。
Welivehereandtheylivethere.Weblackandtheywhite.
Theygotthingsandweain't.Theydothingsandwecan't.It's
justlikelivinginjail.Halfthetimelfeellikel'm°nthe°ut-.(2)
sideoftheworldpeepinginthroughaknot-holeinthefence.
彼 は アメ リカ文 化 の一隅 に生活 しなが ら,絶 えず支 配的文 明 の き らび
や か さに よって苦 しめ られて い る。 時間 つぶ しに入 った映 画館 で上 映 さ
れ てい た"TheGayWoman"は,彼 が永 久に締め 出 され てい る世界 ・例
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え ば,パ ー テ ィ ・ゴ ル フ ・くる く る回 る ル ー レ ッ トな ど を象 徴 し,
Biggerに 絶 望感 を味 わわせ るだ けで あ った。耐 え切 れ ない空虚 な生 活を
満 たす ために彼 は,「 何 か」 白人 に対す る恐怖 に打 ち勝つた めの 「何
か」 を求め続 ける。 それ は未遂 に終 わ った強盗 計画 で もよか った し,実
際 に雇われ たDalton家 の運転 手兼下働 きの仕事 で もよか った。しか し,
最 後 には殺 人を犯 す こ とに よって,彼 は 自己 を発見 し,空 虚 な毎 日 と永
訣す るのであ った。
Itmusthavebeengood!Whenamankills,it'sfor
something...Ididn'tknowIwasreallyaliveinthisworlduntil
If。ltthing、ha,d,n。ught。killf。,,。(3m.)
このBiggerの 悲惨 な叫 びは,ア メ リカ社会 に しいたげ られ てい る黒
人の核心 に触 れ る真 の声で あ り,Wrightの 主張 が強 く胸 につ き ささっ
て くる。黒 人 は人を殺 す以前 か ら,こ の世 に生 まれて くる以前か ら有罪
であ ると,白 人 が無意識 に抱 いてい る観念的 な考 え に彼 は直 撃を与 えて
い る。
またWrightは,次 の こ とを明 らか にしてい る。一 つ は,白 人 と黒人 が
お互 いに持 ってい る盲 目性 につ いてであ る。殺 人 に よって人 生観 が一一変
す る以前 のBiggerは,黒 人生活のすべ ての現実 か ら目を閉 ざ してい た。
また生 まれ なが らの強 い恐怖 と圧迫感 と白人 の人間性 にも 目を閉 ざ し,
白人 と言 えば恐怖 の象徴 と思 い こん でい るため にJanの さし出 した手
を握 るこ とがで きない。Biggerが 目を開 くのはMaryとBessieを殺
害 して心の中 に堆 積 され た精 神的 な反逆 が実現化 され てか らであ る。 開
眼 の結果,Biggerは 家族 も友だち も以前 の彼 の よ うに盲 目で ある こと
を知 ると同時 に,白 人 が 自分 の人間性 に対 していかに盲 目で あるかに気
づ く。 白人 は,黒 人 と言 えば無 知で乱暴 であ り,更 に ジャズ歌 手 にみ ら
れ る陽気 さや,ス ポー ツ選手 にみ られ る肉体 的 な敏 捷 さな どをまず思 い
浮 かべ る。Biggerの よ うに 自我 が強 く,感 受性 に富み,白 人 にも勝 る知
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性 を 備 え た 黒 人 の い る こ と を 忘 れ て い る 。こ の 白 人 の 盲 目性 を 利 用 し て,
彼 はMary殺 害 後,あ る 誘 拐 殺 人 事 件 に ヒ ン トを 得 てDalton夫 妻 か ら
身 代 金 を 取 る 計 画 を 立 て,無 理 や り相 棒 に し た て た 愛 人Bessieに 次 の
よ う に 述 べ て い る。
Theymightthinktheredsisdoingit.Theywon'tthinkwe
did.Theydon'tthinkwegotenoughgutstodoit.Theythink
(4)
niggersistooscared...
Dalton夫 妻 は 黒 人 の 大 学 や 福 祉 施 設 に 多 額 の 寄 付 を し て い る が,一 方
で はBiggerの 住 む 貧 民 街 の 古 ぼ け た ア パ ー トの 持 ち 主 で あ り,黒 人 の
本 当 の 生 活,気 持 な ど は 理 解 し て い な い 。Dalton夫 妻 は,娘 が 殺 さ れ た
後 もBiggerに 復 讐 的 な 気 持 は 抱 か ず,今 だ にSouthgSideの少 年 ク ラ
ブ に ピ ン ポ ン 台 を 十 台 寄 贈 し て い る く ら い で あ る 。 彼 ら は 黒 人 を 自 分 た
ち と同 等 の 人 間 と し て で は な く,白 人 の 下 に 位 置 す るNegro民 族 と し
て 扱 い,恩 恵 を 施 し,自 己 満 足 して い る に す ぎ な い 。Biggerの 真 の 欲 求
は,黒 人 と し て で は な く,一 人 の 個 性 あ る 人 間 と し て 理 解 さ れ た い と い
う こ と で あ っ た 。
も う一 つ は,Wrightの 作 品 に お い て,i::一 が 恐 怖 に よ っ て ふ る う
暴 力 は,黒 人 に と っ て 自 然 の 行 為 で あ り,少 し も 罪 の 意 識 を 持 っ て い な
い こ と で あ る 。
Idon'tknow.Maybethissoundscrazy.Maybetheygoingto
burnmeintheelectricchairoffeelingthisway.ButIain't
worriednoneaboutthemwomen.Ikilled.ForalittlewhileI
wasfree.Iwasdoingsomething.Itwaswrong,butIwasfeel-
"i
ngallright.MaybeGod'llgetmeforit.IfHedo,allright.But
Iain'tworried.Ikilled'em'causeIwasscaredandmad.ButI
beenscaredandmadallmylifeandafterIkilledthatfirst
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(5)
woman,Iwasn'tscarednomoreforalittlewhile.
この こ とばか らわか る よ うに この感 じ方 は,正 当防衛 とは もちろ ん違
う異 質 のもので あ る。 すべ ての物 事 に対す る考 え方 の基準 は,対 等 な人
間 の間 に成 り立 つ もので あ り,白 人 と黒 人の間 には成立 し得 ない。 ア メ
リカ社 会 の法 律 ・原 則 ・制 度 の どれ も,虐 待 されつ づ けて きた黒 人 に
とっては憎 い敵 で あ った。Biggerは ア メ リカ社会 が彼に強制 した とお り
の生 き方 で生 きた にす ぎず,二 人の女性 の死 を引 き起 こした行為 は殺人
で はな く,人 間が 日常,呼 吸 を した り,ま ばた きを した りす るの と同 じ
よ うに本能的 な こ となので あ った。Wrightは,こ の作 品 の読者 すべ て に
単 な る同情 だけで な く,Biggerを 作 り上 げた ア メ リカ社会 の矛 盾 を指摘
し,そ の罪 悪感 と責任 か ら逃れ られ ない ことを深 く印象づ けて い る。
(2)WrightとDreiser
NativeSon(1940)とAnAmericanTragedy(1925)は,同じ
Naturalismの 系統 を受 けつ く・もの として しば しば比較 され るが,そ れ
はひ と言 でい うな ら,『人 間 は環境 の産物 で あ る。』とい うthemeに つ き`
る。内容の展開 にお いてAn・4meyicanTragedyは,伝道所 や街頭 を布
教 してまわ る貧 しい両親 の も とで育 った主 人公Clydeが 「成功 の夢」に
と りつか れ,華 や か な上 流 社会 に 加 わ るた め に じゃま に な った 恋 人
Robertaを 殺 して,電 気椅子 に送 られ るまで の過程 をClydeの 環境 ・社
会的,経 済状態 な どか ら同情的 に描 いて い る。一方,NativeSonは,ふ
とした過 失 か ら大金持 の一人娘Maryを 殺 して しまった黒 人Bigger
の絶 えず恐 怖 と圧迫 に と りつ かれ た心理状態 か ら,ア メ リカにおけ る黒
人 への きび しい差 別,暗 黙 の うち に拘束 され てい る自由,み じめ な環境
とそ の待遇 な どの真 の姿 を あ りの ままに描 き出 してい る点 は異 なるが,
WrightもTheodoreDreiser(1871～1945)も,いかに してClydeと
Biggerの 犯 した殺人 が起 こるかを許す わけで は ない に しろ,何 とか説 明
で きる ような現実 の社会的 背景,人 間の心理 を掲示す るこ とに よって,
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人間 が いか に周 囲の環境 に無力で あ るか を訴 え,人 間性 の失 なわれ た巨
大 なア メ リカ社 会 を批判 し,彼 らの犯 した殺 人が歪 め られ た社 会 の中 で
不可避 的 なものに なって い るこ とを強調 して い る。
まずWrightとDreiserの生い たち に焦点 を当て てみ る と両者 とも
似て い る点 が 多い。 貧困 の中 に生 まれ,満 足 に教育 を受 け られ ない少年
時 代 を送 り,Wrightは19歳 の時,Dreiserは17歳 の時,Chicagoに 出 て
何 度 も職 を変 えて働 きな が ら文筆 生 活 に 入 って い る。1929年10月 に始
まった不況 の中でDreiserは,貧 富の差 が激 しく資本家 が莫 大 な利益 を
あげ てい る反面 では,一 般 の労働者 や市民 が 自由を抑 圧 され,低 賃金 で
苦 しんでい る物質主義的 なア メ リカの資本主 義体制 を批判 し,政 治や 社
会活動 に関心 を持 つ よ うに な り,晩 年(1945年)に は共 産党 に入党 して
いる。Wrightも 進 歩的 な芸 術家 団体TheChicagoJohnReedClubに
加 わ り創作 活動 をつ づけ るが,人 種 差別 の厚 い壁 か ら逃 れ られず,自 由
と平等 を求めて1933年 共産 党 に入 党す るに至 る。
StephenCrane(1871～1900),FrankNoris(1870～1902),Jack
London(1876～1916),Dreiserに代表 され るア メ リカのNaturalism・
は,現 実 をあ りの ままに描 き出す ため に観察 を唯一 の手 段 として用い る
が,人 間 を環境 の産物 とみ なす傾 向が非 常 に強 い。そ の点 において は,
Naturalismの 末 期 に登場 したWrightも 黒 人を一個 の人間 としてで は
な く,全 体 と して環境 の産物 とみ なす傾 向がみ られ る。彼 は理性的 に は,
自分 は黒 人で はな くア メ リカ人で あ ると自覚 して いた と思 われ る。 それ
は,同 胞で ある無気力で 白人の支配 力を甘 受 して いる黒 人 を軽 蔑 し,彼
らか らも脱 出 したい と願 っていた こ とか ら明 白であ る。
しか し,WrightとDreiserの決定的 な相違 はDreiserが 白人で あ
り,Wrightが 黒 人で ある とい う事 実 か ら,両 者 の社会批判 は本 質的 に
は一・致 しない と思 われ る。AnAmericanTragedyのClydeは,アメ リ
カ人だ けに限 らず 日本人 に も,西 洋人 の中 に も存在 し得 るが,NativeSon
のBiggerは 黒 人 とい う限 られた人種 の中 に しか存在 しない。 どん なに
ひ どい環境 の中で 生 まれて も,黒 人 として この世 に 『生』 を受 け るこ と
42
に比べ れ ば,は るか に豊 か な人間性 を与 えられ ている。Clydeは,た また
ま貧 しい家庭 に生 まれ たにす ぎず,強 固 な意志 と絶 え間 のない努 力 でそ
れ を克 服す る可能 性 はあ った はず であ る。上 流社会 に は属 さな くとも,
伯 父SamuelGriffithsの 会 社で係長 の地 位を与 え られ,生 活 も身分 も保
障 され彼 とい う人間の存在 は認 め られて いたでは ないか。 しか し,ア メ
リカ社会 で生 まれた ア メ リカ人 であ るにもかかわ らず,単 に皮膚 の色が
黒 い とい うだけで,Biggerは 自由な行動 ・表 現 ・生活 をす る権 利 な どの
すべ ての人間性 を剥 奪 されて い る。 何 の可能性 もない抑 圧 され た宿命的
な世界 に生 きる黒 人 は,何 の価値 もない 『無 』の存在 なので あ った。
ア メ リカ社会 に おける黒 人 の存在 に対 す る認 識 は,1619年 ア フ リカの
黒 人 が奴隷 と して,Virginiaに 陸揚 げ され て以来 の長 い歴史 を通 して育
尸
て られ た認 識 と少 し も変 わ ってはい ない。 白人の支配下 で歪 め られ た黒
人 の人間性 は,我hの 想 像の域 を絶 す るものであ ろ う。 白であろ うが,
黒 で あろ うが,同 じ人間 に変わ りは ない とい う理知的 な考 えで は及 び も
つか ない程,せ っばつ まった感情的 な もの をWrightは ア メ リカ社会全
体,世 界全体 に問 いた だ してい る。
(3)対 黒 人観
Wrightは 母 親 が彼 を孤 児院 に引 き取 りに きた時 の こ とをBlackBoy
(1945)に 次の よ うに書 いて いる。
ThemomentIhadlearnedthatIwastoleave,myfeelings
hadrecoiledsosharplyandquicklyfromthehomethatthe
childrensimplydidnotexistformeanymore.Theirfacespos-
sessedthepowerofevokinginmeamillionmemoriesthatI
longedtoforget,andinsteadofmyleavingdrawingmeto
themincommunion,ithadflungmeforeverbeyondthem.I
wassoeagertobegonethatwhenIstoodinthefronthal-
loway,packedandready,Ididnoteventhinkofsayinggood-
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byetotheboysandgirlswithwhomIhadeatenandsleptand
(s)li
vedforsomanyweeks.
彼の黒人 か らの脱 出 は,す でに こ こか ら始 まって いる。6歳 に も満 た
ない頃 か ら,母 親 が仕事 を捜 しに出 かけてい る間,ひ とりぽ っちで留守
番 を してい るこ とが多か ったため,近 所 の子供 たち と遊ぶ こ ともな く,
団体 生活 を経験 す ることもな く,自 分一人 の孤独 な空 想 の世 界で育 った
Wrightは,同 じ屋根 の下で暮 し,同 じ皮膚 の色 を した,同 じ境遇 の子供
たち に さえ心 を許 そ うとは しなか った。好奇 心 に満ち あふ れた彼 は,ス
ポ ンジが水 を吸 い上 げ るよ うに手近 の様 々な知識 を吸収 し,ひ たす ら未
知 の世界 へ,や がて暗 闇の世界 へ と前進 して いったので あ る。
自我 の 目覚 め,す なわ ち 自己 と他 の区別 がで きるよ うにな った時,彼
は初 め て白人を恐 れ るよ うになるが,恐 怖 の始 ま りは彼の叔 父が 白人 に
意味 な く殺 され た ことか ら起 こる。
Therewasnofuneral.Therewasnomusic.Therewasno
periodofmourning.Therewerenoflowers.Therewereonly
silence,quietweeping,whispers,andfear.Ididnotknowwhen
(7)
orwhereUncleHoskinswasburied.
叔父 の死 を囲 んで家族 はただ 白人 を恐怖 す るばか りであ り,幼 な心 に
もWrightは 白人 の横暴 さに対す る怒 りと,黒 人の無気力 さに対 す る驚
き とい う二重 の衝撃 を受 け,黒 人 に対 す る不信 の念が高 まってい くので
あ った。 また彼 が南部 の黒 人の盲 目的 な服従 に耐 える ことがで きなか っ
た のは,貧 困 のためHelena,Jackson,Memphisとあち こちに移 り住
み,一 つの黒人 社会 に長期 間滞在 す ることが なか った ため,黒 人 の敗北
的習慣 を身 につ ける余裕 がなか ったか らと思 われ る。
彼 に はもち ろん黒 人 を扇 動 す る才覚 もないが,強 烈 な自我 の ため,白
人の支配 下で お となし く暮 らせ るはず もなかった。 また実際 に,黒 人た
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ち は あ ま り に も知 性 と教 養 に 欠 け,無 知 で 一 致 団 結 し て 白 人 に 対 決 し よ
う と す る 気 力 さ え 持 た な か っ た 。Wrightの 信 心 深 い 母 親 や 黒 人 の 牧
師 ・教 師 も 白 人 社 会 の 一 歩 手 前 に 線 を 引 き,そ の 中 で 彼 に 「黒 人 ら し さ 」
を 説 い た に す ぎ な か っ た 。Wrightに と っ て,従 順 な 黒 人 も 白 人 と 同 じ よ
う に 自 分 の 自 由 を 強 奪 す る に ち が い な い と し か 思 え な か っ た の で あ る。
AndtheproblemoflivingasaNegrowascoldandhard.
Whatwasitthatmadethehateofwhitesforblackssosteady,
seeminglysowovenintothetextureofthings?Whatkindof
life,waspossibleunderthathate?Howhadthishatecometo(s>
be?
白 人 世 界 に 対 し て 公 然 と反 逆 す る こ と もで ぎ ず,奴 隷 的 生 活 を 甘 受 す
る こ と も で き な か っ た 彼 は,自 分 が 何 で あ る か,何 に な り得 る か を 知 る
た め に 抵 抗 と脱 出 を 試 み る の で あ っ た が,Wrightの 体 を 流 れ る 黒 い 血
は,南 部 か ら ど う し て も脱 出 で き な い 運 命 を 彼 に 与 え て い る の で あ っ た 。
Yet,deepdown,IknewthatIcouldneverreallyleavethe
South,formyfeelingshadalreadybeenformedbytheSouth,
fortherehadbeenslowlyinstilledintomypersonalityand
consciousness,blackthoughIwas,thecultureoftheSouth.
So,inleaving,IwastakingapartoftheSouthtotransplantin
aliensoil,toseeifitcouldgrowdifferently,ifitcoulddrinkof
newandcoolrains,bendinstrangewinds,respondtothe
(9)
warmthofothersuns,and,perhaps,tobloom...
自 己 発 見,自 己 主 張 を 試 み,作 品 を 通 し て 幾 度 と な く黒 人 の 苦 悶 を 訴
え て き たWrightで は あ る が,彼 の 人 種 的 な 劣 等 感 は,彼 の 根 底 に 無 意
識 に 流 れ る 恐 怖 と と も に ま す ま す 激 し く な る 。 自 由 と平 等 を う た い 文 句
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に 掲 げ る共 産 党 に も,彼 は 依 然 と し て 違 和 感 を 感 じ る だ け で,彼 の 真 の
complexは 消 え な か っ た 。 こ のcomplexは,心の 内 へ 内 へ と 向 い,や が
て 南 部 を 拒 否 し,同 胞 を 捨 て,結 局 彼 は 絶 望 と 挫 折 か ら 自 己 を 守 り抜 く
た め に ア メ リ カ 社 会 を 脱 出 す る に 至 る の で あ っ た 。
Notes
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